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2021年 9 月 

石井・石橋基金 慶應義塾教育研究発展事業 
2022 年度 慶應義塾大学グローバルフェローシップ（私費留学助成） 

の公募について 
慶應義塾教育研究発展事業 

運営委員会 

慶應義塾教育研究発展事業の一環として、本塾の大学学部または大学院において留学を通じて研究
者を志す者、あるいは実業界における高度職業人を志す者、等に対する助成を行うこととしました。
義塾が進めるスーパーグローバル事業の核となる重点領域（長寿、安全、創造）を念頭におきつつ、
広く国内外の重要課題の解決に向けて積極的にチャレンジする者を主な対象とします。 

１. 助成対象者（応募資格）
以下の条件をすべて満たす者。
① 本事業の申請時に、本塾の大学学部または大学院に在籍する者（外国人留学生および特別学

生は除く）。
② 2022年度内に海外の大学院における学位取得のための私費留学を開始する者（義塾の交換

協定に基づく留学は除く）。
③ 指導教員（またはそれに準ずる教員）から推薦を受けた者。
④ 人物および学業成績が優秀で、心身ともに健康である者。
⑤ 2022年 4 月 30 日までに申請書に記載された留学先から、入学許可証明書または合格通知を

提出できる者。

２. 募集人数
4 名程度

３. 審査方針
2022年度事業は以下の方針で審査を行います。
・提出された申請書類に基づき、塾長室に設置する審査委員会が審査を行います。第１次審査に
合格した者に対して面接による第 2 次審査を実施します。

・審査は留学目的、学修・研究計画等を重視します。望ましい留学先は、Times Higher Education
(THE)、Quacquarelli Symonds (QS)などの世界大学ランキングにおいて上位に位置するよう
な国際的に定評のある機関です。

４. 助成期間
単年度（留学開始月より 1 年間）の助成を原則とします。ただし、特別な問題がない場合、1 回
に限り次年度の助成継続申請を認めます（「１３．次年度助成継続申請」参照）。

５. 助成金額
留学期間中の学費、生活費等として、1 人あたり年間最大 500 万円を支給します。
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６. 申請書類 
申請書類の所定用紙は以下の URLからダウンロードできます。 
https://keio.box.com/v/GlobalFellowship2022 
 

申請書類 提出対象 提出媒体 

① 申請書（所定用紙）*1 全員必須 紙 もしくは 電子媒体 

② 指導教員（またはそれに準ずる教員）の 
推薦状（所定用紙。要厳封）*1 全員必須 紙 および 電子媒体 

③ 成績関係書類（大学学部および大学院の学業
成績証明書または学業成績表のコピー） 全員必須 紙 もしくは 電子媒体 

④ 留学先の学費が確認できる資料 全員必須 紙 もしくは 電子媒体 

⑤ 留学先の入学許可証明書または合格通知*2 全員必須 紙 もしくは 電子媒体 

⑥ 留学受入先の指導教員の推薦状 
（指導教員の署名を含む）*3 任意 電子媒体 

(PDF 形式、書式は自由) 

*1「① 申請書」および「②指導教員（またはそれに準ずる教員）の推薦状」は日本語で記入 
してください。 

*2「⑤留学先の入学許可証明書または合格通知」を本申請時に提出できない場合は、2022年 4
月 30 日までに本事務局に提出してください。本申請時に、留学受入先の指導教員からの受入
を内諾している旨の文書があれば必ず提出してください。 

*3「⑥ 留学受入先の指導教員の推薦状」を提出する場合は、留学受入先の指導教員に推薦状の
作成と、本事務局へ直接メール添付にて、申請期間内に提出することを依頼してください。
なお、推薦状には必ず留学受入先の指導教員（推薦状作成者）の署名が必要です。 

 
  ・申請書類の作成および提出について 

(1) 申請者は「① 申請書（所定用紙）」を作成し、すべての申請書類を揃えて、「８．申請
書類提出先」に電子媒体を添付したメールによる送付または郵送で提出してください。 
郵送の場合は、簡易書留等の配達状況が確認できる確実な方法で郵送してください。 

(2) 指導教員（またはそれに準ずる教員）に「②指導教員（またはそれに準ずる教員）の推薦
状」の作成（要厳封）と、「８．申請書類提出先」への提出を依頼してください（厳封さ
れた原本は塾内便、電子媒体はメール添付にて提出）。 

 
７. 申請期間 

2021年 10 月 1 日(金)～11 月 15 日(月)15:00 厳守（郵送必着） 
 
８. 申請書類提出先 

〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45（塾監局 3階） 
慶應義塾 塾長室企画担当内 グローバルフェローシップ事務局 
kikaku-prj@adst.keio.ac.jp 
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９. 審査・採択の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０. 結果の通知 
  審査結果は指導教員および申請者本人宛てに、メールにて通知します。 
 
１１. 採択者への助成金振込み 

助成金の振込み時期および受給手続き方法については、採択後に通知します。 
 
１２. 活動報告と義塾の広報活動への協力義務 

本事業に採択された者は、留学先における学修・研究活動等を定期的に義塾に報告し、また、義
塾の研究教育活動の一環として広報活動にご協力いただくことが条件となります。 
また、本事業に採択された者は、「Keio University Global Fellow 2022」の称号が付与されます。 

 
１３. 次年度助成継続申請 

本事業は単年度（留学開始月より１年間）の助成を原則とします。ただし、特別な問題がない場
合、1 回に限り次年度の助成継続申請を認めます。本事業に採択された者が、次年度の助成継続
を申請する場合は、以下の書類を 2023 年 4 月末日までに、本事務局宛に提出してください。 
 ① 留学先の指導教員、またはそれに準ずる教員が作成した評価書 
 ② 本人が作成した学修・研究状況に関する報告書 
 ③ 本人が作成した助成継続申請理由書 

 提出書類に基づき、本事業審査委員会が助成継続の可否を審査します。 
 
１４. 留学終了後に提出する書類 

留学を終えて帰国後１ヶ月以内に、以下の書類を本事務局宛に提出してください。 
① 留学先の大学で発行する学位取得を証明するもの。 
② パスポートの写し（本人氏名・自署の箇所、出国日・入国日がわかる箇所） 

 
１５. その他 

・当事業の申請において提出いただいた各種書類・証明書等は返却いたしません。 
・申請書類の記載内容に変更が生じた場合は、速やかに本事務局までご連絡ください。 
・次の場合には、支給された金額の全額または一部の返還を求めることがあります。 
 

事項 日程 
申請期間 2021 年 10 月１日(金) ～11 月 15 日(月)15:00 

第 1 次審査結果通知 2021 年 12 月上旬～中旬 

第 2 次審査（面接） 2021 年 12 月中旬～下旬 

第 2 次審査結果通知 2021 年 12 月下旬 

留学先の決定（入学許可証明書または
合格通知の提出） 2022 年 4 月 30 日まで 

最終審査結果通知 2022 年 5 月下旬 
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① 助成金を交付してから留学を開始するまでの間に留学を取りやめた場合。 
② 留学を途中で中止した場合。ただし、安全面および本人の健康面により中止せざるを

得なかった場合は考慮します。 
③ 留学先で学位を取得できなかった場合（学位取得と同等の学術上の成果が認められる

場合はこの限りではありません）。 
④ 審査委員会が不適当と認めた場合。 

・本事業は、他の奨学金や助成金の申請を妨げるものではありません。ただし併給については、
他の制度の定める基準に準じます。 

・本事業は経常的事業とは異なり、毎年度見直しを行います。 
 

１６. 問い合わせ先 
 グローバルフェローシップ事務局 
 kikaku-prj@adst.keio.ac.jp 

以上 


